
暮らしのＳＤＧｓ 学習会 

 

＜第２11回 暮らしのＳＤＧｓ学習会＞  

 
１，日時＝ 2025 年 6 月 13 日（金）13：30 ～ 15：00 

       

２，会場＝ 流山市 生涯学習センター ３F 大会議室 

 

３，内容＝ ふるまぎ里山ミュージアム構想 ～流山の里山を守る～ 

 

４，定員＝ 20 名以内 

 

５，講師＝ 樫 聡（かしあきら）氏 

（ふるまぎ里山ミュージアムを実現させる会共同代表） 

 

６，担当・申込＝ 筒井 義憲（Tel：090-3130-5541） 

      Ｅ―Mail  tsutsu_1213_yoshi@yahoo.co.jp  

 

 

 

 
 

 

 

＜次回予定＞ 

  
日時 ＝ 令和 7 年 7 月 11 日 13：30 ～ 15：00 

場所 ＝ 流山市生涯学習センター ３F 会議室 

内容 ＝ 欧米諸国、中国、インド等のエネルギー事情について 

講師 ＝ 筒井 義憲 （OBN 会員 学習会担当） 
 

 ＊中央公民館から出前講座の依頼があった場合は吉永事務局長の当該講座の内容に変更します 

主催 ： 暮らしのＳＤＧｓ学習会 

実施 ： 温暖化防止ながれやま（略称ＯＢＮ） 

 

流山市では、つくばエクスプレスの開設に伴う区画整理事業の実施や、物流倉庫の進出等 

により急速に雑木林や田畑が開発され都市化が進展し、流山を特徴づける雑木林と田畑を 

中心とした里山景観はほとんど失われてきました。  

その中にあって、流山市南部の古間木の里山は、雑木林に囲まれた谷津において古くから

水田耕作が行われ、里山を代表するサシバやニホンアカガエルなどの多様な生き物が生息

し、流山の原風景とも言える里山の自然環境が残されています。 ふるまぎ里山ミュージアム

を実現させる会は、流山市が水田耕作や市民農園・体験農園の支援、湧水・湿地の保全と回

復、雑木林の維持・管理などの施策を実施することにより、この古間木の里山の自然環境を

保全・回復することを提案しています。 


